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県支出金

21 98719 1,587負担金補助及び交付 諸収 03 03 03 166
日本消防協会助成金
21 600諸収 03 03 03 167
日本防火協会助成金
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各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　　進事業」に採択され、当該事業費を増額することによる。
【２】自主防災組織等の育成強化を図るため、「平成18年度民間防火組織等の防火・防災

（花園町婦人消防隊）

　　普及啓発推進助成事業」に採択され、当該事業費を増額することによる。

【１】女性消防隊の育成強化のため、「平成18年度女性消防隊による安全で災害に強い推
（補正理由）

人でも多くの住民が、救命救急法を取得することが期待できる。
用人形を米子市が整備し、自主防災組織等が訓練・講習を行うさいにそれらを貸与し、１
取得を希望する団体も増加する傾向にあり、よってAEDトレーニングユニット及びCPR用訓
市内における自主防災組織等において、今後AEDの使用や心肺蘇生法などの救命救急法の
（市内自主防災組織等）
地域の防災力向上に資することが期待できる。
、そして心肺蘇生法を取得し、当地区における人命救助の体制整備を図ることにより、当
平日の昼間の火災対する初期消火活動体制を整備し、またAEDやCPR訓練用人形等を配備し
当該事業により、当婦人消防隊に軽可般消防ポンプを配備することで、当該地区における

災害対策基本法第5条第1項・第2項、災害対策基本法第7号第2項

【１】（財）日本消防協会による
「平成18年度女性消防隊による安全で災害に強い地域づくり推進事業」（補助率100％）

「平成18年度民間防火組織等の防火・防災普及啓発推進助成事業」（補助率100％）にお
【２】（財）日本防火協会による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1式　　　　　409,000円
２）AED（体外自動除細動器）・AEDトレーニングユニット・CPR訓練用人形　

における『初期消火活動及び応急救護普及活動助成事業』
１）D-1級軽可般消防ポンプ　　　　　１機　　　　　578,000円

ける『防火防災訓練用資機材助成事業』
１）AEDトレーニングユニット・CPR訓練用人形　1式　×３セット　　600,000円
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